
伊奈忠次

伊奈 忠次 (いなただつぐ)は、戦国時代から江戸時代初期にかけての武将、大名。

武蔵国小室藩初代藩主

,

生涯

三河国幡豆郡小島城 (はずぐんおじまじょう)(現在の愛知県西尾市小島町)主・伊奈忠家の嫡男

(忠家の父・忠某の末子との説もあり)に生まれる。永禄 6年 (1563年 )に父・忠家が三河一向一揆

に加わるなどして徳川家康の下を出奔。天正 3年 (1575生)の長篠の戦いに陣借りをして従章し

て功を立て、漸く帰参することができた。家康の嫡男・信康の家臣として父と共に付けられたものの、

信康が武田氏との内通の罪により自刃させられると再び出奔し、和泉国・堺に在した。

天正 10年 (1582/j・ )に本能寺の変が勃発し、堺を遊覧中であつた家康を本国へと脱出させた

伊賀越えに小栗吉忠らと共に貢献する。この功により再び帰参が許され、父・忠家の1日領・小島を

与えられた。また三遠奉行の一人として検地などの代官であった吉忠の同心となり、後に吉忠の

跡を継ぐ形で代官衆の筆頭になる。以後駿・遠・三の奉行職として活躍、豊臣秀吉による小日原

征伐や文禄・慶長の役では大軍を動かすための小荷駄による兵粗の輸送、街路整備などを一手

に担い、代官としての地位を固めた。       (

注:地形的には、東から駿河(するが)、 遠州 、三河(みかわ)で、三河は愛知県で松平・徳川、遠州・駿河

は今川領であつた。駿遠を「すいえん」と読んで、2国を表す。

家康が江戸に移封された後は関東代官頭として大久保長安、彦坂元正、長谷川長綱らと共に

家康の関東支配に貢献した。

磨長 15年 (1610生 )、 61歳で死去、遺領と代官職は嫡男・忠政が継いだ。

功績

武蔵国足立郡小室 (現 0埼玉県北足立郡伊奈町)及び鴻巣において1万石を与えられ、 関東を

中心に各地で検地、新田開発、河川改修を行った。

利根川や荒川の付け替え普請、知行割、寺社政策など江戸幕府の財政基盤の確立に寄与しそ

の業績は計り知れない。関東各地に残る備前渠や備前堤と呼ばれる運河や堤防はいずれも忠次

の官位「備前守」に由来している。また、伊奈町大字小室字丸山に伊奈屋敷跡がある。

諸国からの水運を計り、江戸の繁栄をもたらした忠次は、武士や町民はもとより、農民に炭焼き、

養蚕、製塩などを勧め、桑、慶、指などの栽培方法を伝えて広めたため、農民たちからも神仏のよ

うに敬われていたという。伊奈町は忠次が町名の由来である。次男・忠治は茨城県筑波郡伊奈町

(現在のつくばみらい市伊奈地区)の町名の由来となっており、親子 2代で地名の由来となつてい

る。

伊奈町音頭は「ハァ～伊奈の殿様忠次公の(ヤサヨイヤサ)」 と歌い出される。



利 根 川 の西遷・荒川 の東遷

疇 が江戸に本拠を定め、領国経営を直ちに開始するが、利根川水系の河川改修も積極

的に取り組んだ。 最初に行われた事業は 1594年 (文禄 3年 )、 忍城主であった家康の四男松平

忠吉が行った会の川締切である。これは二股に分流していた利根川のうち南流する会の川 (あい

のかわ)を締切り、東方向に流路を一本化して渡良瀬川 (太 日川)に連結するものである。

翌 1595生 (文禄 4年)には上野館林城主であった榊原康政が、利根川左岸に総延長 33h、 高

さ4.5-6m、 天端 (てんば)幅 5.5-9.lmという堤防を建設した。これを文禄堤と呼び利根川におけ

る最初の本格的な大規模堤防である。同時期には中条堤も築かれている。

これら利根川水系における河川事業は三河譜代である家臣・伊奈忠次を祖とする伊奈氏が中

心的役割を果たしていく。忠次が手掛けた事業としては 1604生 (慶長 9年 )′烏川を取水元とし利

根川沿いに開削した総延長 20kmに及ぶ備前渠 (びぜんきょ)用水や上野総社藩主・秋元長朝が

開発した天狗岩用水下流に開削した代官堀などがある。

忠次の系統は利根川水系の河川開発に携わるが、最大の事業として知られるのがrlj根川東遷

事業である。

利根川東遷

利根川東遷事業は江戸湾を河 口としていた利根川を東へ付け替え、現在の銚子市を新たな河

口とする江戸時代最大級の治水事業であり、現在の利根川水系の基礎となった。

幕府本拠である江戸、および利根川流域の水害対策としての治水 目的

1.利根川流域の新田開発促進

2.街道や水運整備による流通路確保

3.仙台藩伊達氏を仮想敵国として江戸城防衛のため大外堀に利根川を利用する軍事 目的

利根川東遷事業の主要な事業としてはまず 1621年 (元和 7年)から1654主 (承応 3年)まで 3

回にわたる赤堀川開削がある。これは現在重上逝釜線利根川橋梁が渡河する付近の茨城県古

河市 0五霞町間を開削し、1621年に伊奈忠治によって行われた利根川と渡良瀬川の連結事業で

ある新川通開削と連携して利根川の河水を東へ付け替える事業である6

続いて 1629年 (寛永 6年)からはそれまで利根川の支流であった荒川がそれまでの入間川水系

に付け替えられ (支川であつた和田吉野川へ接続され)独立した荒川水系となり、これを「荒川の

西遷」と呼ぶ。切り離された旧下流路は元荒川となつて現在に至る。

利根川中流の武蔵国北部・中部における農業用水の水源としては 1604年開削の備前渠用水

があるが、それ以前より見沼という沼を灌漑用水源として利用していた。見沼は伊奈忠治により寛

永年間に現在のさいたま市緑区に八丁堤という締切堤が建設されてダム化し、「見沼溜井」として

1660年開削の葛西用水路と共に重要な水源となっていた。

この後、見沼の開発がさらに進むのは、8代将軍吉宗の時代を待つことになる。吉宗は紀州藩士

であった井沢為永 (弥惣兵衛)を60才の高齢に関わらず用い、見沼代用水 (見沼にかわる用水と
いう意味)を完成させるのである。
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先人たちの底力 知恵泉「家族の命を守れ !～

江戸を救った男 伊奈忠次の防災術」

ジヤンル

ドキュメンタリー/教養 〉歴史・紀行

ドキュメンタリー/教養 〉カルチャー カ伝統文化

ドキュメンタリー/教養 〉 ドキュメンタリー全般

番組内容

徳川家康もびつくり?江戸時代初め、現代の最新技術と同じ発想の治水で:関東を守つた

伊奈忠次。その極意「無理せずみんなでできることを」とは?身近で役立つ防災の知恵。

出演者ほか

【ゲスト】防災アド
'ヾ

イザー仙村武彦,【ゲスト】高崎経済大学名誉教授“‐,和泉清司:

東貴博,【司会】近田雄…

ゲリラ豪雨に要注意 :東京と関東各地は江戸のころから、大雨ですぐ洪水が発生し

た水害地帯。そんな場所を、安心して暮らせる地域に整備した伊奈忠次。その手腕

は徳川家康や豊臣秀吉を驚かせ、400年も制度が受け継がれたり、現代の最新技

術が同じような発想で治水をしたりするほど。自然に逆らわず、私たちにとって無

理せず長続きできる防災術とは?伊奈が手がけた関東各地の治水の足跡を追い、現

代でも使える防災の知恵を学ぶ。

[Eテ レ]

2015年 12月 1日 (火)午後 10:00～午後 10:45(45分 )

参考 :備前渠用水、備前堤



崎さ(受K(1劇嘔○―:4(|○ )

き嶺使ぶ迦
′
煙
=礫

撻ial‐轟緊CゼtEE謳 (駆X漁ぎC握蕪)° 111重回C畑悩某p照撻里離C゛某
′

ピ響里貶VD′ 壽車部ピC褒痙K苺OV叫襲0長キ盤やくや。やくヽp総絆・

撫35′ 1士
′
蛛二■燎D質築

´
К目+暑 (1目くll)」螺襲DV瑕 RII測姜0′ 匡十や

′
+くせ

′

通≡《CS・ 製・|11・ 肝・聖CHミ回事回転観二塁3■
′
郭製 。最奪・↓肛軍晨Cttllt里雙蜜D掟°

圏
絆
却
響
Ｘ
ｔ
ぺ
枢
伸
ぎ
―――
〓
通
　
料
寸
撼

03,撼毬撃ミ像拒条゛鰹く蒸イC撻車Cぐや黙な裂畿せ
´
単餞典ぶ望藤■゛二圏0製 C壼

´
恭蓄C

耗題里使う梨姜KC―iS紙建
“

や゙C縫
′苺やくν3R°

漱畿
″
駆く薫C砥断苺

″
ぐEEl頭 0→′0椰製≦椰調増

=黙
ぺ
´
標欄C駅や持誉絆C勲ぼ避早Dtt C

道

"ヽ
二頓′↑苺メJぐ徒《苺S,ぐく゛熱撻せ

′

“

KC重莉■SC疑き興‐春C伸ばV樺も
′
「題く

=や「
JC● C CiJ苺VKSt■ていJ測

´
ゆ゛姜゛蒙奪機中管製島3牟°

■ヽ築
´
C製 Oν邸黙tくさpぐ 0製メリ苺埜

′
『楓さ劇総灘係鯉』二

'ぺ
′贅V`ヾ°

や某」
“
ミ笹

″
К目+く↓11駅

′
鋼圏像キE疑(田砥筆部警里増漱D製輩

´

"ヽ
電恭雌Cぐ囀ぶな

V′ 饉 ‐錮・1llCttEIC型蜜S和継キ神‖ミC彙駆DC'」 AJ望棚製0収°

Jや 0

総枢勧 E田 建撫

'製
測綸

´
くに築導 SV3V中 博 C螺な壼壼春煙架D条 0長°

塁゛晏長ミ゛卜像

‖Ell錮恕 _3・■′OJ」 ホ̂Q°

“

ぶ」
′
やかJ,総拒伸J登 V′

「'jC匈
メリ゙ 建こ撻圏ぐOV′ 留勲黎悩゛姜約慕悩や」

島権′9掟°却メリぐ築終謝E壼純ぶ伸噸0い なν
´

「駅塁
=Cぐ

゛C=睦二埒0々N詢′
硬
`p埋

OVO悩OC疑′
叫C運つ °々や゛壼純′いOνや城

掏JQttC粂」                              .
測 3′,C“ ヽ 型

′
ゆ 食 OAJ'jぐ 苺 V´

「やく壼(叫 Cぶ0や ;J恥

`悩
D“′o° ぐ轟kCK8P4・ ヽ

=蕪
駆終Cツト長゛″

■爆長゛Cく輌築曇

秦難ふヤ響⇒′
磯0苺覇越綽当絆手通総や」■′0° 長S二十く曝黙νつ普,煙陣く測申m£黙椰」

“
や°発導′い春事二壼中悪せつ導 S収 0“■

°繊卜長C回経C暇燿簑懇 苺区率
`製

⇒悩J→′0長°

J笹゛v摯園駆総0口幸絆゛鶏

`C春
和黙部や」

苺30々°
像神型

“

ヽC幅伸黎なく黙Vll暉二駆悩ヾメリNI:IEE″ 事瞥里囃つν群掏榮£やかりA」 篠

p莉製°
三錮C豊せ壼くセ悪3V■ V=C枢量゛苺条0収°

像‖Eで「lll増 塁可SttCSS'り測煙片撃Dν 3製築
′
使ぶ包‖OVや CIくや捻 0契」碍樹C製 9

■ぶむ
´
題採く回巡な

′
領梃日黎樹雛(割 (黙・奮H蝶ふ嶺旨)望量典掏準べ

′
碑翼ミ

′
棋=C

部毯
′
蕪田題燎

′
や#督装締建゛ξ掟゛′

やC調枚C導連で繊撻C増沢C織(N椰 0長°

“

≪C魯

葉理
″
球き ,特ヽ・婁Ц゛―iKttC郵簑嶽舗C悩標2つ黙゛春SCp稔綺。

■ヾCヽ潔
′
やC中

“

理
′
離C■択θ題民識ぎ掏轟0要°

■理型・H二案田医想塁
′

“

択せ唾編集

苺う0質日
=→

K題豪H締掏婆誉V票 |■ IE昭 塁ぶ窯K゛殺Sr_Eな寂。榔叔駆口疑ミ苺驀軽
=終

薫禅

業鶴1択
′
鰹ふ無掏壽眠DVポ■長゛【理雑ζC豪暇や口避里卜や姜純′

も嶺 |ヽ C囀゛ぐ管Vζ

《や°


